
 

▼ 
公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢

引
き
上
げ
に
伴
い
、
職
員
の

雇
用
と
年
金
の
接
続
を
図
る

た
め
「
知
内
町
職
員
の
再
任

用
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

質　

疑　

退
職
後
の
再
任
用
と

新
規
採
用
者
と
の
整
合
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町　

長　

若
い
人
が
働
け
る
環

境
づ
く
り
を
行
政
運
営
の
柱
と

し
て
い
る
が
、
年
金
の
支
給
開

始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
も
無
視
で
き
な
い
話
で
あ
る
。

再
任
用
制
度
を
運
用
し
な
が
ら

如
何
に
新
規
職
員
を
抱
え
ら
れ

る
か
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

〔
総
務
企
画
課
関
係
予
算
〕

▼ 

湯
ノ
里
地
区
に
お
け
る
地
デ

ジ
放
送
難
視
聴
エ
リ
ア
解
消

の
た
め
の
対
策
事
業
助
成
金

に
３
４
９
６
万
８
千
円
（
全

額
国
庫
補
助
金
充
当
）
計
上

【
総
務
企
画
課
関
係
質
疑
】

○
小
谷
石
地
区
上
の
沢
川
砂
防

　

ダ
ム
の
土
砂
流
出
及
び
濁
水

質　

疑　

小
谷
石
地
区
上
の
沢

川
砂
防
ダ
ム
か
ら
土
砂
が
流
出

し
た
が
、
現
状
と
原
因
を
詳
し

く
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。　
　

総
務
企
画
課
長　

10
月
26
日
に

小
谷
石
地
区
で
大
雨
が
降
り
、

砂
防
ダ
ム
の
水
抜
き
穴
か
ら
大

量
の
土
砂
と
濁
水
が
流
出
し
た

も
の
で
あ
る
。
施
設
管
理
者
で

あ
る
北
海
道
が
砂
防
ダ
ム
の
上

流
に
型
枠
設
置
の
応
急
対
策
を

行
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
濁

水
は
出
て
い
な
い
。
今
後
は
３

月
ま
で
に
恒
久
的
な
対
策
を
実

施
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

質　

疑　

砂
防
ダ
ム
に
は
幾
つ

か
の
水
抜
き
穴
が
あ
い
て
い
て

土
砂
等
を
堆
積
さ
せ
て
お
り
、

満
砂
状
態
に
な
れ
ば
上
流
に
新

た
な
砂
防
ダ
ム
を
設
置
す
る
等

の
考
え
方
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

全
国
的
に
は
こ
の
水
抜
き
穴
の

事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
２
０

０
３
年
に
他
県
で
事
故
が
あ
っ

た
と
き
に
は
県
内
の
砂
防
ダ
ム

を
一
斉
点
検
す
る
よ
う
に
指
示

が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
事
例
に

よ
っ
て
北
海
道
と
し
て
は
何
ら

か
の
対
策
が
行
わ
れ
た
の
か
。

　

又
、
川
底
に
堆
積
し
た
土
砂

を
洗
い
流
し
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
堆
積
物
を
す
く
い
な
が
ら

整
理
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

総
務
企
画
課
長　

砂
防
ダ
ム
は
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小谷石上の沢川砂防ダムから土砂流出



第4回定例会の概要

毎
年
春
先
に
目
視
管
理
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

建
設
水
道
課
長　

川
底
の
堆
積

物
は
洗
い
流
し
た
の
で
は
な
く

バ
ッ
ク
ホ
ー
で
撤
去
し
運
搬
排

出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

質　

疑　

目
視
管
理
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
水
抜
き
穴
の
状

況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

過
去
の
事
例
が
ど
う
な
の
か
、

全
国
的
な
事
例
は
ど
う
な
の
か

を
把
握
し
た
上
で
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
本
来
の
姿
だ
と
思
う
。

今
回
は
海
に
流
出
し
た
土
砂
に

よ
っ
て
ア
ワ
ビ
の
養
殖
場
へ
の

被
害
も
想
定
さ
れ
る
。
他
県
で

は
こ
の
よ
う
な
事
故
が
あ
れ
ば

河
川
や
海
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
の
か
関
係
機
関
と
協

議
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
回
は
事
後
処
理
の
説
明
だ
け

で
地
域
を
預
か
る
行
政
と
し
て

そ
の
判
断
は
ど
う
な
の
か
。　

町　

長　

漁
業
者
に
影
響
が
な

い
よ
う
緊
急
な
応
急
対
策
と
恒

久
的
な
対
策
の
要
請
を
行
っ
た
。

事
象
が
発
生
し
た
こ
と
の
検
証

な
ど
に
つ
い
て
渡
島
総
合
振
興

局
に
伝
え
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
万
全

な
態
勢
に
つ
い
て
要
請
し
て
い

き
た
い
。　

〔
生
活
福
祉
課
関
係
予
算
〕

▼ 

知
内
保
育
園
の
保
育
士
等
の

処
遇
を
改
善
す
る
た
め
の
臨

時
特
例
事
業
に
１
４
２
万
１

千
円
計
上

▼ 

出
生
数
の
増
加
等
に
伴
い
、

不
足
が
見
込
ま
れ
る
児
童
手

当
に
37
万
５
千
円
追
加
計
上

▼ 

障
が
い
を
も
つ
児
童
の
保
育

に
従
事
す
る
代
替
保
育
士
賃

金
に
43
万
６
千
円
計
上

〔
産
業
振
興
課
関
係
予
算
〕

▼ 

知
内
町
・
木
古
内
町
の
畜
産

振
興
に
寄
与
す
る
木
古
内
幸

連
牧
場
の
草
地
更
新
を
行
い
、

畜
産
農
家
の
経
営
を
支
援
す

る
た
め
の
草
地
更
新
事
業
助

成
金
に
１
５
０
万
円
計
上

・
事
業
量
＝
51
．
05
㌶

・ 

事
業
費
＝
１
８
０
０
万
円
の

う
ち
の
知
内
町
負
担
分

▼ 

食
料
供
給
基
盤
強
化
特
別
対

策
事
業
（
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
）
と
し
て
実
施
す
る
重
内

地
区
の
道
営
農
業
農
村
整
備

事
業
に
２
４
０
万
円
計
上

・ 

事
業
内
容
＝
用
水
路
工
事

・
事
業
量
＝
延
長
１
６
４
８
㍍

・ 

事
業
費
＝
６
０
０
０
万
円
に

対
す
る
地
元
負
担
率
14
㌫
の

う
ち
の
知
内
町
負
担
分

食
料
供
給
基
盤
強
化
特
別
対
策

事
業
（
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
）

　

北
海
道
農
業
が
成
長
産
業
と
し
て

地
域
経
済
を
担
い
、
国
の
食
料
自
給

率
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、

異
常
気
象
下
で
も
安
定
的
に
生
産
で

き
る
よ
う
排
水
整
備
や
農
地
利
用
の

効
率
化
な
ど
生
産
性
を
高
め
る
整
備

の
他
、
用
水
の
安
定
供
給
機
能
を
確

保
す
る
た
め
の
特
別
対
策
整
備
事
業
。

農
業
者
が
積
極
的
に
整
備
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
道
と
町
村
が
連
携
し
て

農
家
負
担
を
軽
減
さ
せ
て
実
施
す
る
。

〔
建
設
水
道
課
関
係
予
算
〕

▼ 

新
築
住
宅
の
建
築
に
伴
い
、

設
置
が
見
込
ま
れ
る
浄
化
槽

設
置
費
補
助
金
（
７
人
槽
２

基
・
10
人
槽
３
基
分
の
増
）

に
５
２
０
万
円
追
加
計
上

▼ 

小
谷
石
地
区
の
上
の
沢
橋
の

沓
座
（
※
橋
桁
を
支
え
る
部
分
）

が
地
震
の
揺
れ
で
落
ち
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
拡
幅
設

計
委
託
料
に
75
万
円
計
上

〔
教
育
委
員
会
関
係
予
算
〕

▼ 

青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
舎

監
退
職
に
伴
い
、
報
酬
・
手

当
・
共
済
費
で
計
１
０
５
万

１
千
円
減
額
、
後
任
の
舎
監

に
対
す
る
賃
金
及
び
生
活
指

導
等
謝
金
に
計
38
万
円
計
上

■ 

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施

策
の
積
極
的
な
展
開
に
関
す

る
意
見
書

重内地区の道営農業農村整備事業
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